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10 月
17 日 であいふれあい愛南フェスタ

19 日 サンパール観光株式会社臨時取締役会

20 日 津島水道企業団定例議会（宇和島市）

21 日 宇和島経済研究会創立30周年記念式典（宇和島市）

22 日 愛南町戦没者追悼式

23 日 内外情勢調査会愛媛県5支部合同懇談会（松山市）

25 日 ふるさと一本松祭、宇和島伊達400年祭記念闘牛大会（宇和島市）

26 日 愛南町農産物輸出促進協議会設立総会

27 日 中学生海外研修事業報告会

30 日 暴力追放県民大会（松山市）  など

10 月
  2 日 御荘地区沿岸津波対策検討委員会、愛媛マンダリンパイレーツ優勝祝賀会（松山市）

  4 日 国土交通省との意見交換会、道路要望（東京都）

  5 日 安全・安心の道づくりを求める全国大会、道路要望（東京都）

  6 日 内外情勢調査会全国懇談会（東京都）

  9 日 愛南町新庁舎建設工事現場見学、食と健康セミナー、「スマ」試食会

10 日 篠山小中学校組合議会

14 日 松野町制 60 周年記念式典（松野町）

15 日 トレッキング・ザ・空海 あいなん開会式  など

愛は南から

町長の行動

中道穂香さん、国際大会で大活躍
　身体障害者水泳の全国大会などで数々の実績を残している

中道穂
ほ の か

香さん ( 久良、御荘中 3 年 ) が、ロシアのソチで開催

された障害者スポーツの世界大会「IWAS 大会」(9 月 26 日〜

10 月 3 日 ) に日本代表選手として出場しました。

　中道さんは 100m 背泳ぎで 4 位入賞したほか、同学年で互

いにライバルと認め合う岡部歩
ほ の か

乃佳さん ( 新居浜市中萩中 ) な

ど 3 選手と組んで出場した女子 34P フリースタイルリレーで

は見事 2 位となって銀メダルを獲得するなど、初めての国際

大会でもその実力を発揮しました。

　国際大会を経験したことで、パラリンピック出場を具体的な目標として考えるようになったそ

うで、「今までは雲の上の存在だったけど、カギを開ければたどり着ける学校の屋上くらい身近に

感じるようになった。プル ( 手で水をかくこと ) やキックを強化して、夢を実現させたい」と 5 年

後のパラリンピック東京大会出場に向け、意気込みを話しました。

　中道さんの今後の成長と活躍が楽しみです。
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          町内のトピックス、お知らせします。TOWNコミュ

　愛南町の魅力を網羅した情報誌「Ai‐Mora( あ

いもーら )」の創刊号が、有限会社せいぶ印刷工

房 ( 高知県四万十市 ) から発行されました。愛南

町のおすすめ情報が満載の「あいもーら」は無

料です。役場の窓口や町内店舗で見かけた際は、

ぜひご覧ください。

　御荘文化センターで「愛南町戦没者追悼式」が

行われ、先の大戦において亡くなられた方々を追

悼し、平和を祈念しました。追悼の辞では、平和

の大切さを訴え、再び戦禍の悲劇を繰り返さない

ことを固く誓いました。(10/22)

　西予市野村町で「第 77 回愛媛県総合畜産共進会・

肉用種種牛の部 審査会」が開催され、池田一
か す な り

成さ

ん ( 広見 ) の出品牛「えいこ 3」が『未経産の部』

で優等賞主席を受賞、また『子牛雌の部』でも出品

牛「みゆもん」( 写真 ) が優等賞主席を受賞し、二

冠を達成しました。(10/16)

　中学生海外研修事業報告会が御荘文化センター

で開催され、8 月 11 日から 20 日までオーストラ

リアのブリスベン近郊で研修を行った町内中学校

の研修生 15 人が、個別にそれぞれの研修成果を報

告しました。(10/27)

　町内で旅館業を営み、県旅館ホテル生活衛生同

業組合の副理事長を務める山下常
つ ね と み

臣さん(船越)が、

生活衛生関係営業において、組織活動の推進、衛生

措置の改善向上などに顕著な功績があったとして、

厚生労働大臣表彰を受けました。山下さんは役場

本庁を訪問し、清水雅
ま さ ふ み

文町長に受賞の報告を行い

ました。(11/10)

　米寿を迎えられた方を対象とする高齢者叙勲受

章者が発表されました。本町からは、旧一本松町

議会議員を 3 期 12 年務められた熊澤鐵
て つ お

夫さん ( 満

倉 ) が旭日単光章を受章されました。心から敬意を

表しますとともに、晴れの受章をお喜び申し上げ

ます。

高
齢
者
叙
勲

　
お
め
で
と
う

　
　
ご
ざ
い
ま
す
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　12 月 8 日は針供養の日である。日ごろ固い布を刺して
いる針を、軟らかいコンニャクなどに刺して供養する日
である。
　針を利用して身を守っている海の生き物は多い。オニ
ヒトデやミノカサゴの針には毒があり、刺すと同時に毒
が注入される。私も刺されたことがあるが、激しい痛み
が走り、傷口の血が止まらなくなる。幸い大事には至ら
ずにすんでいるが、二度目、三度目になると、激しいア
レルギーショックを起こすことがあるので、注意が必要
だ。沖縄ではオニヒトデを駆除しているダイバーが誤っ
て刺され死亡した例もある。
　とかく悪者のイメージが強いオニヒトデであるが、彼
らも生きんがためにサンゴを食べているだけである。人
の都合で特定の生き物だけを駆除することは、生態系を
さらに破壊してしまう危険性をもっている。オニヒトデ
の大発生は環境破壊が大きな原因の一つであることを忘
れてはならない。

（撮影地 : 小地島）  　      愛南サンゴを守る会 西尾知
と も て る

照

本日! 海日和!!  　 「危険なお針子さん」vol61

　全国有数の磯釣りポイント

がある西海・内海地区の海域

で「あいなん磯釣大会 2015」

が行われ、県内外から過去最

多となる 230 人の釣り愛好家

が参加して腕を競い合いまし

た。大会は、「グレ長寸」、今

大会から設けられた「イシダ

イ」、「他魚」の 3 部門で行わ

れ、町内出場者では、44cm

のイシダイを釣り上げた山

本和
か ず ひ ろ

弘さん ( 中川 ) がイシダ

イの部で、また、70.5cm の

アオブダイを釣り上げた加幡

鹿
し か た ろ う

太郎さん ( 平碆 ) が他魚の

部でそれぞれ優勝しました。

西日本屈指の
磯場で釣り勝負
31

写真

6

オニヒトデの毒針

ふるさとの木で未来の森づくり

10/

写真

5

　木を植えることで未来に美しい海を残そうと、御荘

B&G 海洋センターで「植樹祭」が行われ、東海小学校

や御荘 B&G 海洋クラブに所属する児童など 21 人が参

加しました。

　植樹祭は、平成 24 年度から東海小学校が取り組む

「B&G 海を守る植樹教育事業」の一環で開催され、同

校児童が 3 年前に採集したドングリから大切に育て上

げたウバメガシ 20 本を含む 12 種類 81 本の苗木が用

意されました。

　植樹は、その土地本来が持つ自然の力を活用し、混

植・密植により森を育てるという「宮脇方式」で行われ、

子どもたちは、緑豊かな森に育つよう願いを込めなが

ら一本一本丁寧に苗木を植えました。

10/

17
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　御荘文化センターを主会場

として、城の辺学習館、平城

公民館で、町文化協会 ( 宮岡

秀
ひ で ゆ き

幸会長 ) 主催による「愛南

町文化祭」が 2 日間にわたっ

て開催されました。

　「未来につなごう郷土の文

化」をテーマに掲げた今年の

文化祭では、中泊・外泊地区

祝唄保存会による「石舁
か

き唄 

お嫁さん道中」( 写真③ ) が数

年ぶりに披露されるなど、町

文化協会に加盟する団体のう

ち、40 団体の展示・研究と 44

団体の発表が行われました。

愛南の文化で
豊かな未来のまちづくり

　愛南町役場御荘支所敷地内

で、町シルバー人材センター

の会員による清掃奉仕活動が

行われました。この活動は、

10 月第 3 土曜日の「シルバー

の日」に毎年行われています。

　今年は会員 26 名が参加し、

草引き作業や落ち葉清掃な

ど、2 時間にわたり熱心に作

業が行われ、施設周辺はすっ

かりきれいになりました。

「シルバーの日」
清掃奉仕活動

10/

17

写真

2

1

2 4

25
10/

写真

1
写真

4

3

6

5

　秋の恒例行事「ふるさと

一本松祭」が広見コミュニ

ティーセンター前で開催され

ました。

　今年で 10 回目を迎えた一

本松祭では、地元物産品販売

があったほか、増田地区出

身の歌手 紫
し お ん

音さんのライブ

ショーや中川地区出身でバ

イクのトライアル国際 A 級

ライダー 吉良祐
ゆ う や

哉さんのバ

イクデモンストレーション、

「愛
え

の葉
は

ガールズ」のライブ

ショーなどがあり、来場者

は楽しいひと時を過ごしまし

た。

ふるさとの魅力
いっぱい一本松祭

11/

7、8

写真

3
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3
11/

愛
南
町
の
秋
祭
り

 
響
き
渡
る
祭
囃
子

神輿（菊川地区）

相撲練り（家串地区）

五ツ鹿（家串地区）

牛鬼（下永ノ岡地区）
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毎
年
11
月
3
日
の
文
化
の
日
に
は
町
内
各
地
区
で
、
農
作
物

の
収
穫
を
感
謝
し
、
五
穀
豊
穣
を
祈
願
し
て
秋
祭
り
が
盛
大
に

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
す
が
す
が
し
い
秋
空
の
下
、
子
ど
も
か

ら
お
年
寄
り
ま
で
そ
れ
ぞ
れ
が
特
色
あ
る
衣
装
や
法
被
を
身

に
ま
と
い
、
華
や
か
に
飾
り
付
け
ら
れ
た
四
つ
太
鼓
や
牛
鬼
、

神
輿
な
ど
を
担
い
で
練
り
歩
き
、
鹿し

し

舞
い
や
唐
獅
子
な
ど
の

笛
や
太
鼓
の
音
色
が
、
終
日
町
内
に
響
き
渡
っ
て
い
ま
し
た
。

　

各
地
の
秋
祭
り
の
様
子
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

六ツ鹿（小山地区）

四つ太鼓（広見地区）

へと踊り（久良地区）

だんじり（一本松地区）

大天狗（長崎地区）
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神輿（深浦地区）

牛鬼（増田地区）

お伊勢踊り（僧都地区）

唐獅子（城辺中組）

唐獅子（城辺下組）

八ツ鹿（城辺上組）

神輿（中泊地区）

神輿（樽見地区）
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子ども神輿（長月地区）

五ツ鹿（柏地区）

牛鬼（柏地区）

神輿（武者泊地区）

子ども神輿（豊田地区）

四つ太鼓（平城五常会）

五ツ鹿（福浦地区） 女神輿（八幡神社 ）

神輿（中泊地区）
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バ
ス
の
乗
り
方
教
室
を
開
催
し
ま
し
た

■
総
務
課
か
ら

東海小学校

長月小学校

中
ト
ロ
の
よ
う
な
お
い
し
さ
！

　
試
食
会
で
ス
マ
の
可
能
性
を
模
索

■
水
産
課
か
ら

試食会で出されたスマの刺身

 10/
   29

町
　
か
　
ら
　
の
　
お
　
知
　
ら
　
せ

　
路
線
バ
ス
な
ど
の
地
域
公

共
交
通
に
親
し
ん
で
も
ら
う

こ
と
を
目
的
に
、
東
海
小
学
校
と
長

月
小
学
校
で
バ
ス
の
乗
り
方
教
室
を

開
催
し
ま
し
た
。

　
教
室
は
、
東
海
小
が
23
名
、
長
月

小
で
は
31
名
の
児
童
が
参
加
し
、
整

理
券
を
取
っ
て
か
ら
運
賃
の
支
払
い

ま
で
を
行
う
乗
車
体
験
を
は
じ
め
、

バ
ス
の
機
能
や
乗
車
マ
ナ
ー
に
つ
い

て
学
習
し
ま
し
た
。
こ
の
日
使
用
し

た
低
床
バ
ス
の
機
能
に
は
、
車
い
す

で
乗
り
降
り
が
で
き
る
ス
ロ
ー
プ
や

運
転
手
と
話
が
で
き
る
マ
イ
ク
な
ど

が
あ
り
、
児
童
た
ち
は
利
用
者
に
や

さ
し
い
配
慮
が
多
く
あ
る
こ
と
を
知

り
ま
し
た
。
ま
た
、
運
転
席
か
ら
の

死
角
体
験
で
は
、
バ
ス
に
は
多
く
の

死
角
が
あ
り
付
近
を
通
行
す
る
際
に

は
交
通
事
故
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
も
学
び
ま
し
た
。

　
愛
媛
大
学
南
予
水
産
研
究

セ
ン
タ
ー
が
愛
南
町
の
新
養

殖
魚
と
し
て
研
究
し
て
い
る
「
ス

マ
」（
地
方
名

：

オ
ボ
ソ
、
ヤ
イ
ト
ガ

ツ
オ
）
の
試
食
会
が
、
蓮
乗
寺
の
飲

食
店
「
海
閤
」
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
ス
マ
は
温
暖
海
域
に
生
息
し
、
外

見
は
カ
ツ
オ
に
よ
く
似
て
い
て
味
は

マ
グ
ロ
に
近
い
魚
で
、
愛
南
町
で
も

わ
ず
か
で
す
が
水
揚
げ
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
脂
の
の
っ
た
身
は
、
ま
さ

に
「
全
身
中
ト
ロ
」
と
称
さ
れ
る
ほ

ど
の
お
い
し
さ
で
す
。
現
在
町
内
養

殖
業
者
２
社
が
来
年
度
の
出
荷
を
め

ざ
し
て
養
殖
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の

新
し
い
特
産
品
を
全
国
に
発
信
し
よ

う
と
、
び
や
び
や
か
つ
お
広
め
隊
の

メ
ン
バ
ー
な
ど
25
人
が
試
食
会
に
参

加
し
ま
し
た
。

　
試
食
会
で
は
、
ス
マ
の
出
荷
が
始

ま
っ
た
際
に
ど
う
い
っ
た
メ
ニ
ュ
ー

で
提
供
で
き
る
か
な
ど
、
愛
南
町
の

新
し
い
特
産
品
の
誕
生
を
期
待
し
て

様
々
な
意
見
が
飛
び
交
い
ま
し
た
。

 11/
     9
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個
性
を
認
め
合
い 

共
に
助
け
合
っ

て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を

■
保
健
福
祉
課
か
ら

「
宝
く
じ
助
成
事
業
」で

秋
祭
り
用
具
を
整
備
し
ま
し
た

■
総
務
課
か
ら

「
愛
南
町
農
産
物
輸
出
促
進
協
議

会
」
を
設
立
し
ま
し
た

■
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら

　
「
で
あ
い 

ふ
れ
あ
い 

愛
南
フ
ェ
ス
タ
」
は
、

「
障
害
者
と
健
常
者
の
ふ
れ
あ
い
広
場
」、「
人
権

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
、
「
こ
こ
ろ
の
健
康
大
学
」

の
イ
ベ
ン
ト
を
統
合
し
て
平
成
18
年
か
ら
合
同

開
催
さ
れ
、
10
年
目
と
な
っ
た
今
年
、
ひ
と
つ

の
節
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　
今
年
は
一
本
松
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
で
開
催

し
、
小
中
学
生
や
高
校
生
75
名
が
、
ハ
ン
デ
ィ

の
あ
る
方
と
一
緒
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
会
場
を

盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。
参
加
し
た
中
学
生

か
ら
は
、
「
障
害
者
の
方
も
一
般
の
方
も
み
ん

な
が
笑
顔
に
な
れ
た
」
、
「
人
と
関
わ
れ
た
こ
と

で
人
の
優
し
さ
に
触
れ
ら
れ
て
、
と
て
も
嬉
し

か
っ
た
」
な
ど
の
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

　
（
一
財
）
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
「
平
成
27
年

度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
」
の
助
成
を
受

け
、
四
つ
太
鼓
台
や
唐
獅
子
の
頭
な
ど
節
崎
地

区
が
秋
祭
り
で
使
用
す
る
用
具
が
新
調
さ
れ
ま

し
た
。

　
こ
の
事
業
は
『
宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事

業
』
の
一
環
で
実
施
さ
れ
、
同
セ
ン
タ
ー
が
受

け
入
れ
た
宝
く
じ
収
益
金
を
財
源
と
し
て
、
住

民
が
自
主
的
に
行
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
促

進
を
図
り
、
地
域
の
連
帯
感
に
基
づ
く
自
治
意

識
を
盛
り
上
げ
る
こ
と
を
め
ざ
す
も
の
で
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
直
接
必
要
な
設
備
等
の
整

備
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
愛
南
ゴ
ー
ル
ド
及
び
加
工
品
等
、
農
産

物
の
輸
出
促
進
を
目
的
に
、
町
担
い
手
協

議
会
、
え
ひ
め
南
農
協
、
県
南
予
地
方
局
産
業

振
興
課
、
愛
南
町
で
構
成
す
る
「
愛
南
町
農
産

物
輸
出
促
進
協
議
会
」
の
設
立
総
会
が
、
県
愛

南
庁
舎
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
、
海
外
の
高
級
ス
ー
パ
ー
や
見
本
市
へ

の
参
加
に
よ
っ
て
、
生
産
者
所
得
の
向
上
と
と

も
に
、
愛
南
町
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
め
ざ

し
、
販
売
促
進
活
動
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　
事
業
へ
の
参
加
も
含
め
、
詳
し
く
は
、
農
業

支
援
セ
ン
タ
ー（
TEL
７
２
︱

７
３
１
１
）に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 10/
   26
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暴
力
団
排
除
活
動
の
積
極
的
推
進
で

表
彰
を
受
け
ま
し
た

■
総
務
課
か
ら

会
食
室
、多
目
的
室
が
完
成
し
ま
し
た

■
御
荘
霊
苑
か
ら

え
ひ
め
国
体
大
会
運
営
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す

■
生
涯
学
習
課
か
ら

新
教
育
長
に
中
村
維
伯
氏
が
就
任
し
ま
し
た

■
教
育
委
員
会
か
ら

町
職
員
の
人
事
異
動
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

■
総
務
課
か
ら

中村維伯教育長       

　
「
暴
力
追
放
Ｊ
Ｕ
Ｍ
Ｉ
Ｎ
大
会
」

を
開
催
す
る
な
ど
暴
力
団
排
除
活
動

を
積
極
的
に
推
進
す
る
愛
南
町
が
、

10
月
30
日
に
松
山
市
で
行
わ
れ
た

「
暴
力
追
放
県
民
大
会
」
で
（
公
財
）

愛
媛
県
暴
力
追
放
推
進
セ
ン
タ
ー
か

ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
受
け
、
清
水
雅ま

さ

文ふ
み

町
長
と

徳
永
鉄て

つ

則の
り

愛
南
警
察
署
長
は
、
暴
力

団
の
い
な
い
安
全
で
安
心
な
明
る
い

町
づ
く
り
に
向
け
て
今
後
も
更
に
連

携
を
強
め
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し

た
。

◆
会
食
室（
洋
室
）

　
精
進
上
等
に
使
用

使
用
料
　
１
０
，０
０
０
円

（
町
内
に
お
住
ま
い
の
方
、
２
時
間
）

◆
多
目
的
室（
和
洋
室
）

　
少
人
数
の
通
夜
、
親
族
控
え
、
葬

儀
及
び
精
進
上
等
に
使
用

使
用
料
　
４
０
，０
０
０
円

（
町
内
に
お
住
ま
い
の
方
、
１
日
）

　
本
誌
９
月
号
で
も
お
知
ら
せ
し
た

と
お
り
、
引
き
続
き
改
修
工
事
を

行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ  

　
御
荘
霊
苑 

TEL
７
２
︱

４
４
２
０

　
平
成
29
年
度
に
開
催
さ
れ
る
「
愛え

顔が
お

つ
な
ぐ
え
ひ
め
国
体
」
と
平
成
28
年

度
に
開
催
さ
れ
る
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会

の
運
営
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。
た
く
さ
ん
の

ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

活
動
内
容
　
来
場
者
受
付
、
会
場
案

内
、接
待
、競
技
会
場
の
美
化
・
清
掃
等

募
集
人
数
　
１
０
０
名
程
度 

募
集
期
間
　

　
平
成
29
年
３
月
31
日（
予
定
）ま
で

そ
の
他
　
応
募
要
件
、
応
募
方
法
、

活
動
期
間
等
、
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ  

　
生
涯
学
習
課 

TEL
７
３
︱

１
１
１
２

　
11
月
10
日
、
平
成
27
年
第
２
回
愛

南
町
議
会
臨
時
会
が
開
催
さ
れ
、
任

期
満
了
に
伴
い
、
中
村
維ま

さ

伯の
り

氏
（
柏

崎
）
を
11
月
16
日
付
け
で
任
命
す
る

こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

　
教
育
長
と
教
育
委
員
長
を
統
合
す

る
新
教
育
委
員
会
制
度
が
４
月
か
ら

始
ま
っ
て
お
り
、
愛
南
町
で
は
、
中

村
教
育
長
が
、
新
制
度
に
基
づ
く
最

初
の
教
育
長
と
な
り
ま
し
た
。

　
中
村
教
育
長
は
、
昭
和
58
年
に
旧

内
海
村
役
場
に
入
り
、
合
併
後
は
水

産
振
興
室
長
な
ど
を
歴
任
し
た
後
、

平
成
22
年

か
ら
水
産

課
長
を
務

め
て
い
ま

し
た
。

　
11
月
16
日
付
け
で
、
次
の
と
お
り
人
事
異
動
が
あ
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。新 

任

旧 

任

氏 

名

水
産
課
　
課
長

水
産
課
　
課
長
補
佐

（
兼
）建
設
係
　
係
長

（
昇
格
）　
松
本
　盛も

り

男お
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マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
記
載
し
た

　
　
　
「
通
知
カ
ー
ド
」
は
届
き
ま
し
た
か

■
町
民
課
か
ら

○
「
通
知
カ
ー
ド
」
が

　
届
い
て
い
な
い
場
合

　
平
成
27
年
11
月
に
個
人
番
号
（
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
）
を
記
載
し
た
「
通
知

カ
ー
ド
」
を
転
送
不
要
の
簡
易
書

留
で
世
帯
主
の
方
に
郵
送
し
て
い
ま

す
。
次
の
よ
う
な
様
々
な
理
由
で
受

け
取
り
で
き
て
い
な
い
方
は
、
手
続

き
を
お
願
い
し
ま
す
。

⑴
10
月
５
日
以
降
に
「
転
居
」
・
「
転

入
」
で
届
い
て
い
な
い
場
合

　
【
10
月
５
日
以
降
に

　
　
「
転
居
」
手
続
き
し
た
場
合
】

　
世
帯
主
が
「
転
居
」
し
た
場
合

は
、
役
場
に
「
通
知
カ
ー
ド
」
が
返

戻
さ
れ
ま
す
（
12
月
以
降
）
。
町
民
課

で
住
所
等
を
確
認
し
て
「
通
知
カ
ー

ド
」
に
転
居
先
住
所
を
裏
書
し
、
簡

易
書
留
で
郵
送
し
ま
す
。
ま
た
、

「
転
居
」
の
住
民
異
動
手
続
き
を
し

て
い
な
い
方
は
、
役
場
で
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

　
【
10
月
５
日
以
降
に

　
　
「
転
入
」
手
続
き
し
た
場
合
】

　
10
月
５
日
時
点
に
住
所
の
あ
っ
た

役
所
へ
「
通
知
カ
ー
ド
」
が
返
戻
さ

れ
た
後
に
、
新
し
い
「
通
知
カ
ー

ド
」
が
転
入
先
に
郵
送
さ
れ
ま
す

（
12
月
以
降
）。

⑵
世
帯
主
の
方
が
郵
便
物
の
転
送
等

の
手
続
き
を
し
て
い
る
場
合

　
「
通
知
カ
ー
ド
」
は
郵
便
局
か
ら

配
達
さ
れ
ず
に
役
場
町
民
課
に
返
戻

さ
れ
ま
す
。
「
通
知
カ
ー
ド
」
が
返

戻
さ
れ
た
方
に
は
、
普
通
郵
便
で
役

場
町
民
課
か
ら
「
案
内
通
知
書
」

を
郵
送
し
ま
す
。
後
日
、
役
場
が

指
定
し
た
受
け
取
り
場
所
（
町
民
課

及
び
各
支
所
）
に
「
案
内
通
知
書
」

と
「
本
人
確
認
書
類
（
免
許
証
等
）
」

を
持
参
し
、
手
続
き
す
る
こ
と
で
、

「
通
知
カ
ー
ド
」
は
受
け
取
れ
ま

す
。

⑶
不
在
等
で
受
け
取
れ
ず
郵
便
局
の

保
管
期
間
が
経
過
し
て
し
ま
っ
た
場

合　
不
在
等
の
場
合
、
郵
便
局
は
「
簡

易
書
留
ご
不
在
連
絡
票
（
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
専
用
）
」
を
配
達
し
「
通
知

カ
ー
ド
」
を
一
週
間
保
管
後
、
役
場

町
民
課
に
返
戻
し
ま
す
。
役
場
で
一

定
期
間
（
３
か
月
程
度
）
保
管
し
ま
す

の
で
、
12
月
に
な
っ
て
も
受
け
取
り

で
き
て
い
な
い
方
は
町
民
課
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
「
通
知
カ
ー
ド
」
の
記
載
項
目
の

変
更
に
つ
い
て

　
住
所
変
更
や
氏
名
変
更
等
に
よ
り

「
通
知
カ
ー
ド
」
の
記
載
項
目
に
変

更
が
生
じ
た
場
合
は
、
町
民
課
及
び

各
支
所
で
記
載
事
項
変
更
の
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
（
通
知
カ
ー
ド
に

は
ご
自
身
で
は
何
も
書
か
な
い
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。）。

※
「
通
知
カ
ー
ド
」
を
紛
失
・
破
損

し
た
場
合

　
「
通
知
カ
ー
ド
」
を
再
発
行
す
る

※「通知カード」を本庁及び各支所で受け取るには、下

記の本人確認書類等が必要ですのでご持参ください。

 1　本人受取の場合

①一点確認（官公署が発行した顔写真付き本人確認書

類）　運転免許証、旅券、身体障害者手帳、精神障害

者保健福祉手帳、療育手帳、在留カード等

②二点確認（①以外の書類で個別識別事項(氏名及び

生年月日又は住所）の記載があるもの　健康保険証、

介護保険証、各種年金証書、住民名義の預金通帳、

学生証等

 2　代理人受取の場合

①本人の「1 本人受取の場合」の①又は②

②代理人の本人確認書類 （「1 本人受取の場合」の①又

は②）

③代理人の代理権を証明する書類

ア　代理人が法定代理人である場合には、戸籍謄本

その他その資格を証明する書類

イ　代理人が法定代理人以外の者である場合には、

「委任状」等

か
、
「
個
人
番
号
カ
ー
ド
」
を
申
請

し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
再
発
行
に
は
５
０
０
円
の
手

数
料
が
必
要
で
、
後
日
郵
送
等
に
よ

る
交
付
と
な
り
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー 

TEL
０
５
７
０
︱

２
０
︱

０
１
７
８

個
人
番
号
カ
ー
ド
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

TEL
０
５
７
０
︱

７
８
３
︱

５
７
８

問
合
せ  

町
民
課 

TEL
７
２
︱

７
３
０
０
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12
月
21
日
は
「
え
ひ
め
防
災
の
日
」
、

　
12
月
17
日
〜
23
日
は
「
え
ひ
め
防
災
週
間
」
で
す

■
防
災
対
策
課
か
ら

防
災
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
す

■
防
災
対
策
課
か
ら

水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
員
を

募
集
し
ま
す

■
水
道
課
か
ら

飼
い
犬
・
飼
い
猫
の
引
き
取
り
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す

■
環
境
衛
生
課
か
ら

　
「
『
災
害
の
教
訓
を
活
か
す
』
〜
子

ど
も
た
ち
の
命
を
守
る
た
め
に
〜
」

を
テ
ー
マ
に
防
災
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開

催
し
ま
す
。

　
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
、
地
域

づ
く
り
に
向
け
て
共
に
考
え
ま
し
ょ

う
。

　
多
く
の
方
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

日
時
　
12
月
13
日（
日
）

　
　
　
14
時
〜
15
時
40
分

場
所
　
御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー 

ホ
ー
ル

内
容

・
愛
南
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
東
北
視
察
研
修
報
告

・
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「
子

ど
も
た
ち
の
命
を
守
る
た
め
に
」

問
合
せ

　

　
防
災
対
策
課 

TEL
７
２
︱

０
１
３
１

　
12
月
21
日
は
、
昭
和
南
海
地
震

（
昭
和
21
年
）が
発
生
し
た
日
で
す
。

　
こ
の
日
は
、
愛
媛
県
防
災
対
策
基

本
条
例
に
よ
り
「
え
ひ
め
防
災
の

日
」
と
定
め
ら
れ
、
県
市
町
・
事
業

者
・
自
主
防
災
組
織
な
ど
総
ぐ
る
み

で
、
防
災
意
識
の
啓
発
や
防
災
訓
練

な
ど
に
取
り
組
む
こ
と
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
今
後
発
生
が
心
配
さ
れ
て
い
る
南

海
地
震
な
ど
の
大
規
模
災
害
が
起
き

た
と
き
、
県
市
町
・
消
防
な
ど
の
関

係
機
関
は
救
援
・
救
助
活
動
に
全

力
を
尽
く
し
ま
す
が
（
公
助
）
、
ま
ず

は
皆
さ
ん
自
身
で
自
分
の
身
を
守
る

こ
と
が
不
可
欠
で
す
（
自
助
）
。
し
か

し
、
個
人
や
家
族
の
力
だ
け
で
は
ど

う
に
も
な
ら
な
い
状
況
も
あ
り
ま
す

の
で
、
隣
近
所
や
自
主
防
災
組
織
で

助
け
合
う
こ
と
が
大
切
に
な
っ
て
き

ま
す（
共
助
）。

　
ま
た
、
12
月
17
日
（
木
）
11
時
か
ら

「
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
え
ひ
め
（
県
民

総
ぐ
る
み
地
震
防
災
訓
練
）
」
が
実

施
さ
れ
ま
す
。
こ
の
訓
練
は
、
そ
の

場
で
①
「
ま
ず
低
く
」
、
②
「
頭
を
守

り
」、
③「
動
か
な
い
」
の
安
全
確
保

行
動
を
約
１
分
間
行
う
も
の
で
、
誰

で
も
、
ど
こ
で
も
参
加
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
又
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　
防
災
週
間
に
は
次
の
こ
と
を
行
い

ま
し
ょ
う

○
非
常
時
持
出
袋
の
準
備
・
確
認
を

し
ま
し
ょ
う
。

○
避
難
所
や
避
難
路
の
確
認
、
緊
急

時
の
連
絡
先
な
ど
を
家
族
で
話
し
合

い
ま
し
ょ
う
。

○
家
族
や
ご
近
所
同
士
で
誘
い
合
っ

て
防
災
訓
練
な
ど
に
参
加
し
ま
し
ょ

う
。

○
家
具
な
ど
の
転
倒
防
止
対
策
を
し

ま
し
ょ
う
。

問
合
せ

　

　
防
災
対
策
課 

TEL
７
２
︱

０
１
３
１

　
水
道
課
で
は
、
次
の
と
お
り
水
道

メ
ー
タ
ー
検
針
員
を
募
集
し
ま
す

（
対
象
は
１
区
域
で
す
。）。

　
提
出
書
類
な
ど
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

募
集
人
数
　
１
名

申
込
期
日
　
12
月
18
日（
金
）

資
格
要
件
　
町
内
在
住
の
20
歳
以
上

55
歳
未
満
の
方

検
針
区
域
　
城
辺
・
御
荘
区
域
（
三

島
団
地
、
土
居
、
上
永
ノ
岡
、
下

永
ノ
岡
、
馬
瀬
、
節
崎
、
栄
町
） 

９
０
０
件
程
度

申
込
み
・
問
合
せ 

　
水
道
課 

TEL
７
２
︱

０
８
３
５

　
愛
南
町
で
は
、
所
有
者
か
ら
犬
・

猫
の
引
き
取
り
を
依
頼
さ
れ
た
場

合
、
一
時
保
留
す
る
こ
と
に
よ
り
、

動
物
の
命
を
見
つ
め
直
す
た
め
の

時
間
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
終
生

飼
養
に
つ
い
て
考
え
て
い
た
だ
く
た

め
、
申
し
出
を
受
け
た
日
か
ら
、
２

週
間
以
上
経
過
し
た
日
を
指
定
し
て

引
き
取
り
を
行
い
ま
す
（
平
成
28
年

１
月
か
ら
）。

　
終
生
飼
養
の
徹
底
や
、
安
易
な
飼

育
の
防
止
に
つ
い
て
、
社
会
全
体
の

意
識
の
向
上
を
目
的
と
し
て
い
ま
す

の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

問
合
せ

　

　
環
境
衛
生
課 

TEL
７
２
︱

７
３
１
６
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「
餅
つ
き
・
門
松
づ
く
り
体
験
」
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

■
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら

付
加
年
金
を
ご
存
知
で
す
か

■
町
民
課
か
ら

　
愛
南
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム

推
進
協
議
会
で
は
、
「
餅
つ
き
」
と

「
門
松
作
り
」
の
参
加
者
を
募
集
し

ま
す
。
昔
な
が
ら
の
臼
と
杵
を
使
っ

た
餅
つ
き
と
地
元
の
竹
を
使
っ
た
門

松
づ
く
り
を
一
緒
に
楽
し
み
ま
せ
ん

か
。

日
時
　
12
月
19
日（
土
） 

10
時
〜 

場
所
　
旧
満
倉
小
学
校

体
験
料
　
１
人
　

　
　
　
　
２
，０
０
０
円

申
込
締
切
日
　
12
月
17
日（
木
）

問
合
せ

　
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー 

TEL
７
２
︱

７
３
１
１

  

税
務
課
等
か
ら

12
月
納
税
等
の
お
知
ら
せ

固

定

資

産

税

3期分/

4期分

国

民

健

康

保

険

税

7期分/

10期分

介

護

保

険

料

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

6期分/

9期分

保

育

所

保

育

料

月末

下

水

道

使

用

料

　
町
税
を
滞
納
し
て
い
る
方
に
は
、
ま
ず

督
促
状
に
よ
っ
て
納
税
を
促
し
て
い
ま

す
。
町
税
を
滞
納
さ
れ
ま
す
と
、
本
来
、
納
め

る
べ
き
税
額
の
ほ
か
に
延
滞
金
が
か
か
り
ま

す
。

❶
町
税
等
、
住
宅
使
用
料
、
住
宅
共
益
費
、
駐

車
場
使
用
料
は
、
毎
月
、
当
月
分
が
月
末

に
振
替
と
な
り
ま
す
。

❷
上
水
道
使
用
料
・
簡
易
水
道
使
用
料
の

振
替
日
は
毎
月
21
日
、
再
振
替
日
は
翌

月
の
10
日
で
す
。

※
該
当
日
が
休
日
の
場
合
は
翌
日
と
な
り
ま

す
。

　
第
１
号
被
保
険
者
・
任
意
加
入
被

保
険
者
が
定
額
保
険
料
に
付
加
保
険

料
（
月
額
４
０
０
円
）
を
プ
ラ
ス
し
て

納
付
す
る
と
、
老
齢
基
礎
年
金
に
付

加
年
金
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。

　
付
加
年
金
の
年
金
額
は
、「
２
０
０

円
×
付
加
保
険
料
を
納
め
た
月
数
」

で
計
算
さ
れ
ま
す
。

　
た
だ
し
、
付
加
年
金
に
は
、
物
価

の
上
下
に
対
応
し
た
「
物
価
ス
ラ
イ

ド
制
度
」
な
ど
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一

方
、
付
加
年
金
は
老
齢
基
礎
年
金
と

い
っ
し
ょ
に
支
給
さ
れ
る
た
め
、
繰

上
げ
支
給
又
は
繰
下
げ
支
給
を
し
た

と
き
に
は
、
本
体
の
老
齢
基
礎
年
金

と
同
じ
割
合
で
減
額
又
は
増
額
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
付
加
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で

き
る
方
は

◆
自
営
業
者
な
ど
の
国
民
年
金
の
第

１
号
被
保
険
者
の
方
に
限
ら
れ
ま

す
。

◆
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
な
ど
、

国
民
年
金
任
意
加
入
者
の
方
も
付
加

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

◆
半
額
免
除
な
ど
の
一
部
免
除
を
含

め
、
保
険
料
を
免
除
さ
れ
て
い
る
方

は
付
加
保
険
料
を
納
め
ら
れ
ま
せ

ん
。

◆
国
民
年
金
基
金
に
加
入
中
の
方

は
、
付
加
保
険
料
を
納
付
で
き
ま
せ

ん
。

　
付
加
保
険
料
は
申
出
し
た
月
分
か

ら
お
支
払
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。
納
付
期
限
を
経
過
し
た
場

合
で
も
、
期
限
か
ら
２
年
間
は
付
加

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

問
合
せ

　

　
宇
和
島
年
金
事
務
所 

国
民
年
金
課

　
TEL
０
８
９
５
︱

２
２
︱

５
３
４
４

　
町
民
課 

TEL
７
２
︱

７
３
０
０

今
月
の
社
会
保
険
・

　
年
金
一
日
相
談
（
予
約
制
）

 

○
12
月
17
日（
木
）

　 

10
時
〜
15
時
30
分

　 

（
城
辺
商
工
会
館
２
階
）

問
合
せ

　
宇
和
島
年
金
事
務
所

　
お
客
様
相
談
室

　
TEL
０
８
９
５
︱

２
２
︱

５
５
６
９

　
電
話
受
付
対
応
時
間

　
８
時
30
分
〜
17
時
15
分
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水道料金の改定についてお知らせします
■水道課から

固
定
資
産
税
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

■
税
務
課
か
ら

　愛南町議会の平成27年9月定例会で水道料金の改定条例が可決され、水道料金は平成28年5
月（4月使用分）から次のとおり新料金体系となります。

問合せ 　水道課 TEL７２ ︱０８３５

【
償
却
資
産
の
申
告
は

２
月
１
日（
月
）ま
で
に
】

　
償
却
資
産
と
は
、
事
業
に
使
用
す

る
資
産
（
構
築
物
、
機
械
、
器
具
、

備
品
な
ど
）
の
こ
と
で
、
土
地
や
家

屋
と
同
様
に
固
定
資
産
税
の
課
税

対
象
で
す
。
所
有
者
は
法
令
に
基
づ

き
、
毎
年
１
月
１
日
現
在
の
町
内
に

お
け
る
資
産
状
況
を
町
に
申
告
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
今
年
中
に
新
し
く
設
立
し
た
事
業

所
や
昨
年
に
引
き
続
き
申
告
が
必
要

な
事
業
所
な
ど
に
対
し
、
12
月
末
ご

ろ
に
申
告
案
内
を
送
付
し
ま
す
の

で
、
２
月
１
日
（
月
）
ま
で
に
必
ず
申

告
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
町
内
に

償
却
資
産
を
所
有
し
て
い
る
事
業
所

で
案
内
が
届
い
て
い
な
い
場
合
は
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

【
太
陽
光
発
電
設
備
を

設
置
し
た
と
き
は
】

　
太
陽
光
パ
ネ
ル
な
ど
の
太
陽
光
発

電
設
備
（
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発

電
設
備
）も
固
定

資
産
税
の
課
税

対
象
と
な
り
、

償
却
資
産（
固
定

資
産
）と
し
て
町

へ
の
申
告
が
必

要
な
場
合
が
あ

り
ま
す
。

【
太
陽
光
発
電
設
備
を

設
置
し
た
土
地
の
評
価
・
課
税
】

　
太
陽
光
発
電
設
備
を
設
置
し
た
土

地
は
、
利
用
状
況
か
ら
判
断
し
、
地

目
を
雑
種
地
な
ど
に
認
定
し
ま
す
。

そ
の
た
め
、
農
地
や
山
林
な
ど
を
太

陽
光
発
電
設
備
用
地
と
し
て
利
用
し

た
場
合
は
評
価
額
・
税
額
が
上
が
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ   

税
務
課 

TEL
７
２
︱

７
３
０
１

設
置
者

規
模

10
　kw
以
上

10
　kw
未
満

個
人（
住
宅
用
）

経
済
産
業
省
の
認
定
を
受
け
、

売
電
（
全
量
・
余
剰
）
目
的
に
よ

る
設
置
の
場
合
の
み
対
象

対
象
外

個
人（
事
業
用
）

発
電
規
模
や
売
電
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
対
象

法
人

＊「基本料金」とは水道使用量に関係なく課金されるもので、水道施設の減価償却費やメーター交換

費用など固定的に必要な経費を賄うものです。

＊「超過料金」とは動力費や薬品費など使用水量によって変動する経費を賄う料金であり、メーター

検針により把握した使用水量に応じて変動します。

＊「その他」とは臨時工事用で、不定期に使用するものです。

＊水道料金は基本料金と超過料金の合計に消費税率を乗じた額とします（10円未満切り捨て）。

【現行の水道料金表】
平成28年4月（3月使用分まで） 

給水装置
の諸別

基本料金
（8㎥まで）

超過料金
1㎥あたり

専用・共用
（一般家庭）

1,100円 170円

その他 3,600円 170円

船舶用 1㎥につき300円

【新しい水道料金表】
平成28年5月（4月使用分）から適用

給水装置
の諸別

基本料金
（8㎥まで）

超過料金
1㎥あたり

専用・共用
（一般家庭）

1,150円 200円

その他 3,600円 170円

船舶用 1㎥につき300円
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住
民
参
画
推
進
制
度
の
実
施
状
況
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す

■
総
務
課
か
ら

寄
附
禁
止
の
ル
ー
ル
を
守
っ
て

　
明
る
い
選
挙
を
実
現
し
ま
し
ょ
う

■
選
挙
管
理
委
員
会
か
ら

政治家の寄附禁止贈らない・求めない・受け取らない

政治家の寄附は
  レッドカード

　
住
民
参
画
推
進
制
度
は
、
住
民
の

皆
様
に
町
政
に
参
画
し
て
い
た
だ

き
、
そ
の
意
見
を
町
政
に
反
映
さ

せ
る
制
度
で
す
。
具
体
的
に
は
、
委

員
会
及
び
懇
話
会
の
設
置
に
よ
る
住

民
の
皆
様
か
ら
の
意
見
聴
取
、
住
民

の
皆
様
に
町
の
計
画
等
の
案
に
つ
い

て
意
見
を
求
め
る
「
住
民
の
意
見
表

明
制
度
」
（
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン

ト
）
、
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
等
の
手
法

が
あ
り
ま
す
。

　
平
成
26
年
度
の
実
施
状
況
は
次
の

と
お
り
で
す
。
ま
た
、
町
の
委
員
会

等
に
つ
い
て
は
、
一
部
を
除
い
て
公

開
し
て
お
り
、
傍
聴
で
き
ま
す
。
詳

し
く
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

【
委
員
会
及
び
懇
話
会
に
つ
い
て
】

・
委
員
数
　
６
９
４
名

・
委
員
男
女
比 

　
　
男
性
４
８
５
名（
70
％
）

　
　
女
性
２
０
９
名（
30
％
）

　
※
男
女
比
目
標
値
は
、

男
女
と
も
30
％
以
上

・
公
募
委
員
の
率
　
７
％ 

　
※
目
標
値
は
、
20
％
以
上

・
会
議
公
開
件
数
　
74
件

【
住
民
の
意
見
表
明
制
度
に
つ
い
て
】

　
第
２
次
愛
南
町
食
育
推
進
計
画

（
素
案
）
、
地
域
防
災
計
画
（
修
正

案
）
、
地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画

（
案
）
、
第
２
次
障
害
者
計
画
・
第
４

期
障
害
福
祉
計
画
（
素
案
）
、
第
７
次

高
齢
者
福
祉
計
画
・
第
６
期
介
護
保

険
事
業
計
画
（
素
案
）
、
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
事
業
計
画（
案
） 

計
６
件

【
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て
】

　
障
害
者
等
の
実
態
を
把
握
す
る
た

め
の
ニ
ー
ズ
調
査
、
買
物
環
境
等
に

関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
、
町
民
の
食
生

活
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
、
農
産
物

（
柑
橘
）
の
販
売
促
進
及
び
労
働
力
確

保
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
　
計
４
件

問
合
せ  

総
務
課 

TEL
７
２
︱

１
２
１
１

　
政
治
家
が
選
挙
区
内
の
人
に
、
お

金
や
物
を
贈
る
こ
と
は
法
律
で
禁
止

さ
れ
て
お
り
、
違
反
す
る
と
罰
せ
ら

れ
ま
す
。
ま

た
、
有
権
者

が
寄
附
を
求

め
る
こ
と
も

禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
。

■
政
治
家
の
寄
附
の
禁
止

　
政
治
家
（
候
補
者
、
候
補
者
に
な

ろ
う
と
す
る
者
、
現
に
公
職
に
あ
る

者
）
は
、
寄
附
を
す
る
と
処
罰
さ
れ

ま
す
。

■
政
治
家
に
対
す
る
寄
附
の

勧
誘
・
要
求
の
禁
止

　
有
権
者
が
威

迫
し
て
、
あ
る

い
は
政
治
家
を

陥
れ
る
目
的
で

寄
附
を
求
め
る

と
処
罰
さ
れ
ま

す
。

■
政
治
家
の
関
係
団
体
の
寄
附
の
禁
止

　
政
治
家
が
役
職
員
や
構
成
員
で
あ

る
団
体
が
、

政
治
家
の
氏

名
を
表
示
し

て
選
挙
に
関

し
寄
附
を
す

る
と
処
罰
さ

れ
ま
す
。

■
後
援
団
体
の
寄
附
の
禁
止

　
後
援
団
体
が
花
輪
や
香
典
、
祝
儀

な
ど
を
出
す
と
処
罰
さ
れ
ま
す
。

■
あ
い
さ
つ
を
目
的
と
す
る

有
料
広
告
の
禁
止

　
政
治
家
や
後
援
団
体
が
有
料
の
あ

い
さ
つ
広
告
を
出
す
と
処
罰
さ
れ
ま

す
。

■
年
賀
状
等
の
あ
い
さ
つ
状
の
禁
止

　
政
治
家
は
年
賀
状
等
の
あ
い
さ
つ

状
を
出
す
こ
と
が
禁
じ
ら
れ
て
い
ま

す
。

問
合
せ

　
町
選
挙
管
理
委
員
会

 

TEL
７
２
︱

１
２
１
１
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年
末
年
始
の
役
場
業
務
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

■
総
務
課
か
ら

お
酒
を
飲
み
過
ぎ
て
い
ま
せ
ん
か

■
保
健
福
祉
課
か
ら

缶チューハイ（8%）
1缶（350㎖）

アルコール量　22g

清酒（15%）
1合（180㎖）

アルコール量　22g

ビール（5%）
中ビン1本（500㎖）
アルコール量　20g

【
お
酒
の
適
量
】

役
場
本
庁（
TEL
７
２
︱

１
２
１
１
）

12
月
29
日
（
火
）
か
ら
１
月
３
日
（
日
）
ま

で
休
業

戸
籍
関
係
の
届
出
の
受
付
、
埋
火
葬
許

可
証
の
発
行
は
行
い
ま
す
。

内
海
支
所（
TEL
８
５
︱

０
３
１
１
）

御
荘
支
所（
TEL
７
２
︱

１
１
１
１
）

一
本
松
支
所（
TEL
８
４
︱

２
２
１
１
）

西
海
支
所（
TEL
８
２
︱

１
１
１
１
）

国
保
一
本
松
病
院

（
TEL
８
４
︱

２
２
５
５
）

12
月
29
日
（
火
）
か
ら
１
月
３
日
（
日
）
ま

で
休
業

内
海
診
療
所（
TEL
８
５
︱

０
３
４
１
）

御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー

（
TEL
７
３
︱

１
１
１
１
）

御
荘
夢
創
造
館（

TEL
７
２
︱

１
１
１
６
）

DE
・
あ
・
い
・
21

（
TEL
８
５
︱

１
０
２
１
）

御
荘
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

（
TEL
７
２
︱

１
１
１
７
）

12
月
28
日
（
月
）
か
ら
１
月
３
日
（
日
）
ま

で
休
業

一
本
松
温
泉
あ
け
ぼ
の
荘

（
TEL
８
４
︱

３
２
６
０
）
年
末
年
始
、
無
休
で
営
業

御
荘
霊
苑（
TEL
７
２
︱

４
４
２
０
）

１
月
１
日（
金
）が
休
業

環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー

（
TEL
７
２
︱

６
９
５
５
）

・
１
月
１
日
（
金
）
か
ら
１
日
３
日
（
日
）

ま
で
可
燃
ご
み
収
集
業
務
は
休
み

・
粗
大
ご
み
の
持
込
み
は
12
月
28
日

（
月
）12
時
ま
で

・
新
聞
、
雑
誌
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
の
持
込

み
は
12
月
30
日（
水
）15
時
ま
で

※
１
月
４
日
（
月
）
か
ら
、
可
燃
・
資
源

ご
み
収
集
、
新
聞
・
雑
誌
・
ダ
ン
ボ
ー

ル
及
び
可
燃
性
粗
大
ご
み
の
持
込
み

等
、
通
常
ど
お
り
で
す
。

　
健
康
に
も
影
響
の
少
な
い
「
節
度

あ
る
適
度
な
飲
酒
」
と
は
、
１
日
に

純
ア
ル
コ
ー
ル
で
20
グ
ラ
ム
程
度
の

飲
酒
を
い
い
ま
す
。
愛
南
町
の
平
成

25
年
度
健
康
づ
く
り
ア
ン
ケ
ー
ト

で
、
お
酒
を
飲
む
男
性
の
う
ち
、
１
日

１
合
以
上
飲
む
人
の
割
合
が
63
・
９
％

と
、
適
量
を
越
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
男
性
の
33
・
８
％
の
人
が

週
６
日
以
上
お
酒
を
飲
む
と
い
う
結

果
が
出
て
い
ま
す
。
健
康
の
た
め

に
、
週
に
２
回
は
休
肝
日
を
作
り
ま

し
ょ
う
。                

　
ア
ル
コ
ー
ル
20
ｇ
が
体
か
ら
消
失

す
る
の
に
か
か
る
時
間
は
、
体
格
や

体
質
等
で
個
人
差
が
あ
り
ま
す
が
、

約
４
時
間
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
夜

遅
く
ま
で
飲
む
と
次
の
日
ま
で
ア
ル

コ
ー
ル
が
残
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す

の
で
、
飲
む
量
、
飲
む
時
間
を
考
え

ま
し
ょ
う
。

問
合
せ   

　
保
健
福
祉
課 

TEL
７
２
︱

１
２
１
２
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い
っ
し
ょ
に
働
き
ま
せ
ん
か

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
か
ら

「
愛
南
町
御
荘
地
区
沿
岸
津
波
対
策

検
討
委
員
会（
第
１
回
）」
を
開
催
し
ま
し
た

愛
媛
県
か
ら

『
第
４
回
あ
い
な
ん
医
療
研
修
会
放
映
』

■
あ
い
な
ん
小
児
医
療
を
守
る
会
か
ら

あ
　
い
　
な
　
ん
　
掲
　
示
　
板

　
愛
南
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
正
会
員
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
60
歳
以
上
の
健
康
で
ま
じ
め
に
働
け
る
方
な
ら
ど
な
た
で
も
結
構

で
す
。
関
心
の
あ
る
方
は
、
同
セ
ン
タ
ー
事
務
所
（
御
荘
支
所
内
、
TEL

７
３
︱

２
９
０
０
）ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

お知らせ

　
愛
南
土
木
事
務
所
で
は
、

南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
よ
る
津

波
被
害
が
大
き
い
と
想
定
さ

れ
る
御
荘
地
域
の
３
海
岸（
御

荘
港
海
岸
、
長
崎
海
岸
、
成

碆
海
岸
）を
対
象
と
し
て
、
県

下
で
初
め
て
と
な
る
津
波
対

策
検
討
委
員
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て

は
、
愛
南
土
木
事
務
所
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る

か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　

　
愛
南
土
木
事
務
所 

建
設
課 

TEL
０
８
９
５
︱

７
２
︱

１
１
４
５

お知らせ

　
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
「
第
４
回
あ

い
な
ん
医
療
研
修
会
」
が
放
映
さ
れ

ま
し
た
。
ご
覧
に
な
っ
て
い
た
だ
け

ま
し
た
か
？
９
月
の
同
局
の
放
映
内

容
に
は
各
地
の
運
動
会
や
敬
老
会
な

ど
楽
し
い
番
組
が
あ
り
、
合
い
間
に

私
た
ち
の
研
修
会
の
様
子
が
放
映
さ

れ
ま
し
た
。
少
し
か
た
い
話
の
よ
う

に
思
わ
れ
た
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た

と
思
い
ま
す
。

　
今
回
の
講
師
の
先
生
は
新
聞
記
者

の
足
立
智と

も

和か
ず

さ
ん
で
し
た
。
講
演
は

わ
か
り
や
す
く
、愛
南
町
と
似
た
地
域

の
話
で
と
て
も
関
心
が
も
て
ま
し
た
。

　
主
な
講
演
内
容
は
、
私
た
ち
と
同

じ
女
性（
母
親
）が
中
心
と
な
っ
て
立

ち
上
げ
た
「
県
立
柏
原
病
院
の
小
児

科
を
守
る
会
」
の
話
で
し
た
。
そ
の

会
の
活
動
か
ら
、
医
療
を
共
に
考
え

る
お
じ
さ
ん
の
会
や
救
急
の
先
生
方

の
手
助
け
と
し
て
、
お
弁
当
を
作
り

届
け
る
婦
人
の
会
な
ど
が
立
ち
上

が
っ
た
そ
う
で
す
。
本
当
に
医
療
者

と
住
民
が
力
を
合
わ
せ
て
命
を
守
っ

て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
愛
南
町
保
健
福
祉
課
か
ら

は
、
医
学
生
を
対
象
と
し
た
取
組
や

愛
南
町
の
良
さ
を
知
っ
て
い
た
だ
く

活
動
な
ど
が
、
ま
た
消
防
本
部
か
ら

は
、
救
急
車
の
出
動
要
請
で
は
、
高

齢
者
が
約
７
割
を
占
め
て
い
る
こ

と
、
管
外
搬
送（
郡
外
）が
増
え
て
い

る
こ
と
、
軽
症
者
が
多
い
こ
と
な
ど

が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
い
ろ
い
ろ
な
方
々
が
愛
南
町
の
住

民
の
命
を
守
る
た
め
の
取
組
を
行
っ

て
い
ま
す
。
で
き
る
こ
と
か
ら
一
緒

に
始
め
ま
せ
ん
か
？

問
合
せ

　

　
あ
い
な
ん
小
児
医
療
を
守
る
会

TEL
７
３
︱

２
２
８
８

（
プ
ラ
ザ
じ
ょ
う
へ
ん
内
）

ainan.m
am

oru@
g
m

ail.com

 11/
    2
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「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
の
ご
案
内

日
本
政
策
金
融
公
庫
か
ら

ニ
ホ
ン
ウ
ナ
ギ
の
採
捕
禁
止
指
示
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す

愛
媛
県
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会
事
務
局
か
ら

　「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
は
、
高
校
、
短
大
、
大
学
、
専
修
学
校
、
各

種
学
校
や
外
国
の
高
校
、
大
学
等
に
入
学
・
在
学
す
る
お
子
様
を
お
持

ち
の
ご
家
庭
を
対
象
と
し
た
公
的
な
融
資
制
度
で
す
。

ご
融
資
額
　
学
生
・
生
徒
お
一
人
に
つ
き
３
５
０
万
円
以
内

利
率
　
年
２
・
05
％
　
※
平
成
27
年
11
月
10
日
現
在

ご
返
済
期
間
　
15
年
以
内
（
交
通
遺
児
家
庭
、
母
子
・
父
子
家
庭
の
方

な
ど
は
３
年
の
延
長
が
可
能
で
す
。）

使
い
み
ち
　
入
学
金
、
授
業
料
、
ア
パ
ー
ト
な
ど
の
敷
金
や
家
賃
な
ど

ご
返
済
方
法

　
毎
月
元
利
金
等
返
済
（
在
学
期
間
内
は
利
息
の
み
の
ご
返
済
も
可
能

で
す
。）

問
合
せ

　
教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー 

TEL
０
５
７
０
︱

０
０
８
６
５
６（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

　
　
　
　
　
　
　
　  

TEL
０
３
︱

５
３
２
１
︱

８
６
５
６

お知らせ

　
愛
媛
県
内
に
お
い
て
、
今
年
か
ら
３
年
間
、
親
ウ
ナ
ギ
産
卵
期
間
の

間（
10
月
１
日
〜
翌
年
３
月
31
日
）は
全
長
25
㎝
を
超
え
る
ウ
ナ
ギ
の
採

捕
が
禁
止
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
３
年
間
（
平
成
27
年
10
月
１
日
〜
平

成
30
年
３
月
31
日
）
、
採
捕
で
き
る
ウ
ナ
ギ
は
全
長
25
㎝
超
で
、
か
つ

４
月
１
日
〜
９
月
30
日
に
限
定
さ
れ
ま
す
。
禁
止
期
間
中
は
、
漁
具
・

漁
法
問
わ
ず
採
捕
し
て
は
な
ら
ず
、
混
獲
さ
れ
た
場
合
で
も
原
則
逃
が

す
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
今
回
の
指
示
内
容
に
関
わ
ら
ず
、
漁
具
を
用
い
た
採
捕
は
許

可
制
と
な
っ
て
お
り
、
全
長
25
㎝
未
満
の
ウ
ナ
ギ
の
採
捕
は
、
愛
媛
県

内
水
面
漁
業
調
整
規
則
に
よ
り
原
則
禁
止
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　
南
予
地
方
局  

愛
南
水
産
課 

TEL
７
２
︱

１
３
２
２

お知らせ

多
重
債
務
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か

四
国
財
務
局
か
ら

　
四
国
財
務
局
で
は
、
借
金
を
抱
え
悩
ん
で
お
ら
れ
る
方
々
の
た
め
に

「
相
談
窓
口
」
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
一
人
で
悩
ま
ず
、
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
必
要
に
応
じ
て
、
弁
護
士
や
司
法
書
士
な
ど
の
法
律
専
門
家
へ

の
引
継
ぎ
も
行
っ
て
い
ま
す
。

相
談
方
法
　
相
談
は
無
料
で
す
。
相
談
担
当
者
が
か
け
直
し
ま
す
の

で
、
ま
ず
お
電
話
く
だ
さ
い
。

受
付
時
間
　
月
〜
金
曜
日
　

　
　
　
　
　
９
時
〜
12
時
、
13
時
〜
17
時

　
　
　
　
　
※
祝
祭
日
、
年
末
年
始
を
除
き
ま
す
。

連
絡
先

　
四
国
財
務
局  

多
重
債
務
者
相
談
窓
口

 

TEL
０
８
７
︱

８
３
１
︱

２
１
５
５

お知らせ

Ｂ
型
肝
炎
訴
訟
・
大
洲
市
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

全
国
Ｂ
型
肝
炎
訴
訟
広
島
弁
護
団
か
ら

　
集
団
予
防
接
種
の
際
の
注
射
器
の
回
し
打
ち
に
よ
る
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ

ル
ス
感
染
被
害
に
つ
い
て
、
国
か
ら
和
解
金
支
払
等
の
救
済
を
受
け
る

た
め
の
手
続
き
に
関
す
る
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
事
前
の
参
加
予
約
、
参
加
費
用
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
お
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
　
12
月
19
日（
土
）  

14
時
〜（
１
時
間
程
度
）

場
所
　
大
洲
市
民
会
館  

２
階  

第
１
会
議
室

問
合
せ

　
全
国
Ｂ
型
肝
炎
訴
訟
広
島
弁
護
団
事
務
局 

TEL
０
８
２
︱

２
２
３
︱

６
５
８
９

お知らせ
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　無料で司法書士が相談を

お受けします。

※1回の相談人数は5人まで

で事前予約が必要です。定

員に達した場合は受付を終

了します。

　１２月８日（火）14時〜16時

　御荘老人福祉センター

無料法律相談

　無料で民生児童委員２名

が日常生活でかかえる心配

ごとの相談をお受けします。

　１２月１６日（水）14時〜16時

　御荘老人福祉センター

心配ごと相談所

詳しくは、社会福祉協議会
本所（TEL70−1236）までお
問い合わせください。

−忘れた頃に。−

陸
上
自
衛
隊 

高
等
工
科
学
校
生
徒
を
募
集
し
ま
す

自
衛
隊
か
ら

−あいなん音故地新−
　苦しい経験をするのも悪くない。生きてるといいこともあればそうでないこともある。

何事もなく浮きも沈みもせずに、ただぷかぷかと水面に浮いて流されとく、っていうの

もたまにはいいけど、ずっとそういうワケにはいかん。自分の足で歩いて、草をかき分け

て、よじ登ってたまには気持ちがいいくらいすっ転んで、泣き叫ぶこともあるやろう。あ

たしにも何年かにいっぺんやってくる。とてつもなく高い山が。前にも同じように痛い思

いをしたはずなのに、時間とともに記憶は薄れて、それと同時に感謝することも薄れてき

てたんかもしれん。

　必要なときに必要な人や出来事に会うって前に書いたけど、そんなあたしに必要なとて

つもなく高い山が目の前にそびえ立った。毎日が灰色で生きた心地がせんかった。いろん

な人に助けられて、支えられてなんとかよじ登ったら、そ

れから後に出会う山が小さく見えた。あのときに比べたら

今のツラさなんて、って思えて。前を向くために必要な逆

境やったんやろな。今はそう思う。痛みを忘れたらまた目

の前に現れるんやろな。　　　　　 　　　（テノヒラkiku）

kikuさんのプロフィール

　アコースティックバンド「テノ

ヒラ」のボーカルとして、東京を

拠点に全国で活躍中。城辺小〜城

辺中〜南宇和高校出身

放
送
大
学
４
月
生
を
募
集
し
ま
す

放
送
大
学
か
ら

　
放
送
大
学
で
は
、
平
成
28
年
度
第
１
学
期（
４
月
入
学
）の
学
生
を
募

集
中
で
す
。

　
放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
授
業
を
行
う

通
信
制
の
大
学
で
、
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文
学
な
ど
、
幅

広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。
資
料
は
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。
お
気

軽
に
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

出
願
期
間
　
第
１
回
　
〜
平
成
28
年
２
月
29
日（
月
） 

　
　
　
　
　
第
２
回
　
平
成
28
年
３
月
１
日（
火
）〜
20
日（
日
）

問
合
せ

　
放
送
大
学
愛
媛
学
習
セ
ン
タ
ー 

TEL
０
８
９
︱

９
２
３
︱

８
５
４
４

お知らせ

受
験
資
格
　
中
卒（
見
込
含
む
。）で
17
歳
未
満
の
男
子

申
込
期
日
　
平
成
28
年
１
月
８
日（
金
）

第
１
次
試
験
日
　
平
成
28
年
１
月
23
日（
土
）

第
１
次
試
験
会
場
　
宇
和
島
市
役
所

試
験
科
目
　
国
語
、
社
会
、
数
学
、
理
科
、
英
語
（
択
一
式
）
、
作
文

（
５
０
０
字
程
度
）

問
合
せ

　
自
衛
隊
宇
和
島
地
域
事
務
所 

TEL
０
８
９
５
︱

２
３
︱

５
４
３
１

お知らせ



ご家庭の
行事や用事の
メモとしても
ご利用ください。

SAT

1
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3
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5
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6
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4
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25

SUN日曜日 MON月曜日 TUE火曜日 WED水曜日 THU木曜日 FRI金曜日

7

14

21

28

土曜日

西海 B

城辺 A

城辺 B

城辺 C

大敷貞芳作業所、荒樫、魚神山
亀井作業所、油袋漁民センター、
旧川村光男作業所、兵頭郁生さ
ん宅前、旧内海支所、魚神山船
越・平婆・柏崎各集会所

内尾串駐輪場、上大道公民館、
広見・中川各コミュニティセン
ター、一本松・満倉・小山本村・
正木各集会所

武者泊消防車庫前、麦ケ浦バス
停裏、福浦駐在所手前、樽見小
学校跡、大成川・小成川・下久家・
久家各集会所

中泊埋立駐車場、西海支所、西
海保健センター、外泊・内泊・
船越・小浦・弓立・越田各集会
所

城の辺学習館、東海公民館、矢
の町第２・松本・蓮乗寺・敦盛
各集会所

僧都ふれあい交流館、緑基幹
集落センター、三島団地、愛
南町役場、山出・太場・豊田・
長野各集会所、中ノ谷・鼻共
同住宅横

中玉バス停跡、旧深浦漁協冷蔵
庫前、久良ふるさとセンター・
深浦公民館、小屋の浦・古月・
鯆越・脇本各集会所

馬場消防詰所横、和口町営住宅
駐車場、和口第二・馬瀬・深泥・
寺新町各集会所、節崎コミュニ
ティセンター

御荘菊川農村研修センター、御
荘文化センター、平山・長洲・
長崎・貝塚・八幡野各集会所

中浦漁村振興センター、御荘中
学校前、赤水コミュニティセン
ター、長月公民館、猿鳴・左右水・
尻貝・高畑各集会所

新聞・雑誌ダンボール等収集区分詳細

一般内科・救急病院連絡先のご案内

御荘 A

御荘 B

御荘 C

内海

一本松

西海 A

備考
１．診療時間は午前９時から午後４時まで。
２．診療科目は内科系の救急患者とします。

犬・猫の引取り
については、決められた時間
内に、認め印を持って環境衛
生課又は各支所まで連れて来
てください。なお、飼い犬・
飼い猫の場合は有料（愛媛県
収入証紙が必要）ですのでご
注意ください。
※1月の引取日は、6日、13日、
20日です。
問合せ

環境衛生課（TEL72-7316）

岡沢クリニック
御荘平城 TEL70-1511

県立南宇和病院
城辺甲 TEL72-1231

粉川ファミリークリニック
城辺甲 TEL72-2111

福浦診療所
福浦 TEL83-0510

大晦日

天皇誕生日
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救急病院県立南宇和病院
当直医（一般内科）福浦診療所

新聞・雑誌ダンボール等収集

城辺Ａ（1月の収集は22日）

新聞・雑誌ダンボール等収集

御荘Ｂ（1月の収集は6日）

新聞・雑誌ダンボール等収集

城辺Ｃ（1月の収集は28日）

新聞・雑誌ダンボール等収集

一本松（1月の収集は14日）

病態栄養相談
●城辺保健福祉センター
　13：30〜15：30 ※要事前申込み

育児相談「みるく広場」
●一本松保健センター
　9：30〜11：00

乳児栄養相談「もぐもぐ教室」
●城辺保健福祉センター
　13：30〜15：30 ※要事前申込み

育児相談「うみのこ広場」
●西海支所2階親子ふれあい交流室
　10：00〜11：30

1月の主な行事予定
  3日（日）
10日（日）
　〃
20日（水）

24日（日）

31日（日）

13：30〜16：20
9：00〜16：00
9：00〜17：00

18：30〜20：30

10：00〜12：00

9：30〜15：00

愛南町成人式
第11回 愛南町女子6人制バレーボール交流大会
第47回 深浦少年剣道大会
御荘文化センター自主事業

三遊亭円楽 独演会
平成28年 愛南町消防出初式

（雨天時は10：30開始）
うまいもん市inあいなん2016

御荘文化センター
一本松交流促進センター
旧深浦小学校体育館（あいなん幼稚園体育館）

御荘文化センター

南レク城辺多目的広場
（雨天時）御荘文化センター
南レクロッジ前駐車場

消費生活相談員相談日
●御荘支所2階　9：00〜16：00

消費生活相談員相談日
●御荘支所2階　9：00〜16：00

消費生活相談員相談日
●御荘支所2階　9：00〜16：00

第4回 生涯学習講座
●御荘文化センター
　13：30〜15：00

パールイルミネーション
inDE・あ・い（1月上旬まで）
●内海公民館　15：30〜

消費生活相談員相談日
●御荘支所2階　9：00〜16：00
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SAT

1

8

15

22

29

2

9
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3
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5
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SUN日曜日 MON月曜日 TUE火曜日 WED水曜日 THU木曜日 FRI金曜日

7

14

21

28

土曜日

西海 B

城辺 A

城辺 B

城辺 C

大敷貞芳作業所、荒樫、魚神山
亀井作業所、油袋漁民センター、
旧川村光男作業所、兵頭郁生さ
ん宅前、旧内海支所、魚神山船
越・平婆・柏崎各集会所

内尾串駐輪場、上大道公民館、
広見・中川各コミュニティセン
ター、一本松・満倉・小山本村・
正木各集会所

武者泊消防車庫前、麦ケ浦バス
停裏、福浦駐在所手前、樽見小
学校跡、大成川・小成川・下久家・
久家各集会所

中泊埋立駐車場、西海支所、西
海保健センター、外泊・内泊・
船越・小浦・弓立・越田各集会
所

城の辺学習館、東海公民館、矢
の町第２・松本・蓮乗寺・敦盛
各集会所

僧都ふれあい交流館、緑基幹
集落センター、三島団地、愛
南町役場、山出・太場・豊田・
長野各集会所、中ノ谷・鼻共
同住宅横

中玉バス停跡、旧深浦漁協冷蔵
庫前、久良ふるさとセンター・
深浦公民館、小屋の浦・古月・
鯆越・脇本各集会所

馬場消防詰所横、和口町営住宅
駐車場、和口第二・馬瀬・深泥・
寺新町各集会所、節崎コミュニ
ティセンター

御荘菊川農村研修センター、御
荘文化センター、平山・長洲・
長崎・貝塚・八幡野各集会所

中浦漁村振興センター、御荘中
学校前、赤水コミュニティセン
ター、長月公民館、猿鳴・左右水・
尻貝・高畑各集会所

新聞・雑誌ダンボール等収集区分詳細

一般内科・救急病院連絡先のご案内

御荘 A

御荘 B

御荘 C

内海

一本松

西海 A

備考
１．診療時間は午前９時から午後４時まで。
２．診療科目は内科系の救急患者とします。

犬・猫の引取り
については、決められた時間
内に、認め印を持って環境衛
生課又は各支所まで連れて来
てください。なお、飼い犬・
飼い猫の場合は有料（愛媛県
収入証紙が必要）ですのでご
注意ください。
※1月の引取日は、6日、13日、
20日です。
問合せ

環境衛生課（TEL72-7316）

岡沢クリニック
御荘平城 TEL70-1511

県立南宇和病院
城辺甲 TEL72-1231

粉川ファミリークリニック
城辺甲 TEL72-2111

福浦診療所
福浦 TEL83-0510

大晦日

天皇誕生日
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救急病院県立南宇和病院
当直医（一般内科）県立南宇和病院

救急病院県立南宇和病院
当直医（一般内科）岡沢クリニック

救急病院県立南宇和病院
当直医（一般内科）県立南宇和病院

救急病院県立南宇和病院
当直医（一般内科）粉川ファミリークリニック

救急病院県立南宇和病院
当直医（一般内科）福浦診療所

犬・猫の引取日
●環境衛生課又は各支所
　 8：30〜9：50

犬・猫の引取日
●環境衛生課又は各支所
　 8：30〜9：50

犬・猫の引取日
●環境衛生課又は各支所
　 8：30〜9：50

新聞・雑誌ダンボール等収集

御荘Ｃ（1月の収集は8日）

新聞・雑誌ダンボール等収集

内海（1月の収集は12日）

新聞・雑誌ダンボール等収集

西海Ａ（1月の収集は18日）

新聞・雑誌ダンボール等収集

城辺Ｂ（1月の収集は26日）

新聞・雑誌ダンボール等収集

御荘Ａ（1月の収集は4日）

新聞・雑誌ダンボール等収集

西海Ｂ（1月の収集は20日）

育児相談「みなみっ子」
●御荘夢創造館　9：30〜11：30

育児相談「げんきっ子」
●内海保健センター
　10：00〜11：30

1歳6か月児健診
●城辺保健福祉センター
対象年齢
　H26年3月1日〜4月30日生まれ
　（受付時間 12：50〜13：20）

3歳児健診
●城辺保健福祉センター
対象年齢
　H24年9月1日〜10月31日生まれ
　（受付時間 12：50〜13：20）

育児相談「すくすく相談」
●城辺保健福祉センター
　 9：30〜11：00

乳児健診
●城辺保健福祉センター
対象年齢
　H27年4月1日〜6月15日生まれ
　（受付時間 12：50〜13：20）

２０１５年
平成２７年１２月暮らしカレンダー

若者しごと相談会
●就職支援センター
   13：00〜15：30

行政相談
●城の辺学習館ほか 13：00〜15：00

えがお体操・えがおダンス
研修会
●御荘Ｂ＆Ｇ海洋センター
　10：30〜12：00

第6回 愛南町食育推進大会
●家串小学校
　13：15〜16：00

第66回愛媛駅伝競走 
一本松〜宇和島大会

〔スタート10：00〜一本松バス停留所付近〕
●開会式8：30〜
　一本松山村開発センター

愛南町防災フォーラム
●御荘文化センター
　14：00〜15：40

第11回 愛南町スポーツ少年大会 サッカー競技
●南レク城辺多目的広場
　9：30〜15：00

第20回 フレンドリーカップ
ソフトバレー大会
●一本松交流促進センターほか
   9：00〜16：00

愛南町遺跡ウォッチング
●一本松郷土資料館ほか
   9：30〜16：00
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5 年生女子の部 準優勝
西村留莉 ( 写真右 )・西田美織ペア

テニスがんばってます
10/25

　徳島県大神子病院しあわせの里テニスセ

ンターで「第 13 回 ミズノ・ケンコーカッ

プ四国小学生学年別ソフトテニス大会」が

開催され、本町から、県予選を勝ち抜いた

男女計 16 人が出場しました。

　大会では、5 年生女子の部で、県予選

を 1 位で突破した西村留
る り

莉・西田美
み お り

織ペア

が準優勝したほか、4 年生男子の部の増本

拓
た く る

流・田中李
り き

暉ペア ( 県予選を 3 位で突破 )

が 3 位入賞するなど、選手は日ごろの練習

の成果を存分に発揮しました。4 年生男子の部 3 位
増本拓流 ( 写真左 )・田中李暉ペア

10/24、25
田村航平さん、全国障害者
スポーツ大会で快挙
　和歌山市で開催された「第 15 回全国障害者スポー

ツ大会『紀の国わかやま大会』」の卓球競技 ( 知的障

害者成年男子 ) で、愛媛県代表として本町から出場

した田村航
こ う へ い

平さん ( 中玉 ) が準優勝しました。

　国内最大規模の大会で初出場ながら見事な成績を

収めた田村さんは、11 月 9 日、県選手団の副団長を

務めた河内修
し ゅ う じ

二さん ( 城辺甲 ) とともに清水雅
ま さ ふ み

文町

長を表敬訪問し、「卓球が大好きで、生涯続けたい。

2 年後の愛媛大会に出場することができたら、今度

は優勝したい」と目を輝かせました。 清水町長を表敬訪問した田村航平さん ( 写真中央 ) と

河内修二さん ( 写真右 )

愛媛スポレク祭2015
10/11 〜

　県総合運動公園陸上競技場ほかで「愛媛スポーツレクリエーション
祭 2015」が開催され、愛南町代表の選手が陸上競技や相撲、剣道など
各種競技に出場しました。

【大会結果は次のとおり ( 敬称略。各競技入賞者多数のため、優勝者のみ掲載 )】

陸上競技 (10/25 県総合運動公園陸上競技場 )

男子 1000m 5 年生の部　　　　　　倉田裕
ゆ う と

斗 ( 平城小 ) 3 分 24 秒 88

女子ソフトボール投げ 4 年生の部　河野桜
さ く ら こ

子 ( 一本松小 ) 29m40cm

女子 3000m(W35)　　　　　　　　 白石沙
さ お り

織 11 分 36 秒 59

クロッケー競技 (10/31 県総合運動公園 )

グランドシニアの部 (70 歳以上 )　  僧都
倉田裕斗くん

河野桜子さん
僧都チーム
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キラッ

あいな
んスポ

ーツ

ソフトボールで交流
10/18

　内海グラウンドで「第 11 回愛
南町スポーツ少年大会ソフトボー
ル競技」が開催されました。大会
は 3 部制で行われ、1 部 ( ファス
トピッチ ) に 2 チーム、2 部 ( ス
ローピッチ ) に 3 チーム、3 部 ( ミ
ニソフトボール ) に 3 チームが参
加しました。

【優勝チームは次のとおり】

1 部 愛南平城ソフトボールクラブ
2 部 緑スポーツ少年団
3 部 中浦スポーツ少年団

2 部優勝 緑スポーツ少年団

1 部優勝 愛南平城ソフトボールクラブ

めざせ「なでしこ」
10/24

　南レク城辺芝球技場で「愛南サッカーフェスティバル
2015( 小学女子の部 )」が開催され、町内外から 4 チームが
出場して熱戦を繰り広げました。本町からは南宇和フット
ボールクラブが出場し、4 位でした。

南宇和サッカー

サッカーキッズの熱い戦い
10/25 

　南レク城辺芝球技場で「愛南サッカーフェスティバル 2015( キッズの部 )」が開催されました。大会には
8 チーム約 60 人の園児が参加し、ゴールをめざして夢中でボールを追いました。

【大会結果は次のとおり ( 優勝、準優勝のみ掲載 )】

優勝 最強きぼうキッズ ( 一本松保育所 )  　準優勝 長崎・長月元気チーム ( 長崎保育所・長月保育所 )

優勝 最強きぼうキッズ

3 部優勝 中浦スポーツ少年団
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今月の笑顔パチリ
はまゆう乳幼児保育所 地域子育て支援センター

「どんぐりの会」では
●サークル活動
　月曜日
　火・木曜日
●園庭・保育室開放
　水・金曜日
●育児（電話）相談
　月〜金曜日
　土曜日

12:00 〜 17:00
8:00 〜 13:00

8:00 〜 17:00

8:00 〜 17:00
8:00 〜 12:00

はまゆう乳幼児保育所内 TEL72-4328

生涯学習課内 TEL73-1111

御荘子育て支援センター

「こあら」では
●サークル活動
　月・水・金曜日
●園庭等開放
　火・木曜日
●育児（電話）相談
　月〜金曜日

出張ひろば「うみの子」　では
●サークル活動（出張場所：西海支所 2 階）
　第 3 木曜日

8:30 〜 13:30

8:30 〜 13:30

8:30 〜 17:15

10:00 〜 11:30

「こぶたの広場」では
●育児相談・つどいと交流・各種ワークショップ
　日〜金曜日 10:00 〜 16:00

御荘文化センター

「あいなん子育て応援グループ」では
●子育て ( 電話 ) 相談

長崎保育所

柏保育所

12月の子育てサポートご案内

御荘保育所内 TEL72-0598

家串保育所

20 日 ( 日 ) クリスマス会 ※ 要予約

2日（水）、7日（月）、9日（水）、11日（金）、
28日（月）は御荘夢創造館で行います。

14 日（月） 育児講座 ( ミュージックケア )
を行います。

プラザじょうへん内 TEL73-2288
※ 詳しくは「こぶた通信」に記載

 10日（木）、24日（木）       
 その他の曜日はお問い合わせください。

13:00 〜 15:00

8日（火） 

18日（金） 

『ベビーマッサージ交流』 

10:00 〜 11:00

乳児親子 & 妊婦 ※ 要予約

12 月 29 日 ( 火 ) 〜 1 月 3 日 ( 日 ) は、
つどいの広場はお休みです。

問合せ

問合せ

問合せ

問合せ

『クリスマスリトミック』 

10:30 〜 11:30

乳幼児親子 ※ 要予約、先着 10 組
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　師
走
愛
南
文
芸

はじめまして。赤ちゃん。

ご冥福をお祈りします。

※上記情報は、広報誌掲載に対して、
ご家族等に同意をいただいております。
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10月受付分（敬称略）

地区名 子の名 保護者

10月受付分（敬称略）

地区名 亡くなった方 享年



p28広報あいなん

愛なん食育推進 愛なん「四季」の旬レシピ 第66 回 21

　淡色野菜である白い部分は、ビタミン C や消化酵素のジアスターゼが
豊富に含まれます。葉の部分は緑黄色野菜なので、捨てるところなしの逸
品です。

使用している愛南産の農水産物「カブ」

鶏肉は一口大に切る。    

カブは茎を 2cm ほど残して切り、きれいに
洗って皮をむき縦 2 つに切る ( カブの大き
さによって縦 4 つに切る。)。

ニンジンは厚さ 3mm の半月切りにする。 
ブロッコリーは小房に分ける。  

鍋にサラダ油を入れ鶏肉、カブ、ニンジン
を軽く炒め、塩・こしょう、酒を加える。

一旦火を止めてから B を加え、再度火をつ
けて弱火で炒める。粉っぽさがなくなった
ら A、牛乳を何回かに分けて加え、溶き混
ぜながら中火で約 15 分煮る。

ブロッコリーはたっぷりの熱湯でゆで、水
気をしっかり切る。    

カブが柔らかくなったら、塩・こしょうで
味を整える。最後にブロッコリーを鍋に入
れる。器に盛り、きざみパセリをふる。

■編集・発行

愛南町役場 総務課 〒798-4196 愛媛県南宇和郡愛南町城辺甲 2420 番地 TEL(0895)72-1211 FAX(0895)72-1214
http://www.town.ainan.ehime.jp/

編集後記
　今月号では、11 月 3 日の秋祭りでの各地の盛り上がりを写真で紹介し
ています。今年も取材で町内各地区を巡回しなければならないハードスケ
ジュールでしたが、牛鬼の表情、鹿

しし

舞いの歌詞や旋律、また唐獅子の天狗
の語りの抑揚など、地区ごとの違いを楽しみながら 1 日を過ごしました。
　今年は事前に「愛南町の文化財」という冊子を読んで、町指定無形民俗
文化財に指定されている「家串の荒獅子」や「城辺上組八鹿踊り」など、
その伝承のルーツについて学習しました。歴史的背景に思いを馳せながら
少し違った観点で見学することができたので、機会があれば更に広く深く
調べてみたいと感じました。
　最近ではケーブルテレビで町内の祭りの様子を視聴することができるの
で、皆さんも新鮮な発見が多いのではないでしょうか。

作り方

〜愛なん食育レシピ集より〜

①

②

③

○栄養士の声

カルシウムの多い牛乳と

加熱すると甘みが増すカ

ブの相性は抜群です。寒

くなった季節に食べてほ

しい一品です。 

鶏肉とカブの牛乳煮

⑤

愛南町の世帯数と人口
平成 27 年 11 月 1 日現在

10,679戸
23,159人
10,892人
12,267人

世帯数

人口

男

女

（ー 6 世帯）

（ー 32 人）

（ー 14 人）

（ー 18 人）
※( ) 内は前月比

●愛南町の
　高齢化率

● 10 年前
　同月の人口

38.2％

28,083 人

栄養価 (1 個分 )
エネルギー
たんぱく質
脂質
カルシウム
塩分

398kcal
22.8g
25.2g

154mg
1.5g

350g
8 個

1/2 本
1/3 房

大さじ 2
大さじ 2
1 〜 2 個
2 カップ
2 カップ
大さじ 2
大さじ 2

少々
適宜

〈材料（4 人分）〉
鶏もも肉
小ぶりのカブ
ニンジン
ブロッコリー
サラダ油
酒
　　コンソメの素
　　水
牛乳
　　バター
　　小麦粉
パセリ
塩・こしょう

④

⑥

愛南町における「食の記念日」
　愛なん食育プランで定められた「食の記念日」です。
これからも、積極的に食育活動に取り組みましょう。

・ととの日                 ・・・毎月 10 日

・愛南○○カレーの日 ・・・毎月 19 日 ( 食育の日 )

・カミカミの日          ・・・毎月 30 日

・地産地消の日          ・・・毎月第 4 の金・土・日曜日

｛

｛

A

B

⑦

食育アカデミー


